
計画の位置づけ２

町における行政運営の総合的な指針となる「第6次白老町総合計画」を本計画の最上位計画と位置付けるとともに、
当該計画との整合性を図る他の関連計画を踏まえ、町の公共交通におけるマスタープラン（基本計画）として策定し
ます。

ｚ
● 町民の生活移動を支える地域循環バス「元気号」は、運行便数の減便等により利用者数は減少していますが、町

民のニーズに合わせた運行形態への移行が図られている状況です。一方で、運行内容（運行経路、所要時間等）
     に不便さを感じている町民が多く、変化する移動ニーズへの対応が求められています。これらの状況から、継続
     的に町民のニーズに合った運行内容の見直しを行い、利便性及び快適性の高い移動手段を確保することが必要
     です。

課題１ 町民の生活移動を支える公共交通の移動利便性の向上

ｚ

● 地域循環バス「元気号」の運行ではカバーしきれないエリアを運行し、郊外部と市街地（まちなか）を結ぶデマンド
バス「カムイ号」は、地域循環バス「元気号」からの転換者や利用方法の周知活動により、利用者が増加傾向にあ

     ります。一方で、運行内容（停留所等）に不便さを感じている町民が多く、変化する移動ニーズへの対応が求めら
     れています。これらの状況から、町民のニーズに合った計画内容の見直しを行い、より充実した運行が重要とな
     ります。また、利用者増加に伴い、予約等の対応で事務や運転手ともに負担が生じている現状を踏まえ、町内交
     通の効率化に向けた取り組みも必要です。

課題２ 郊外部と市街地（まちなか）をつなぐ公共交通の充実及び効率化

現状から見える課題３

まちづくりの方向性や本町の概況、意見交換会等から把握した、公共交通の現状や町民・関係者の意向等から計画
期間で解決すべき課題を以下の通りとします。

ｚ● 町内の観光施設を周遊する交流促進バス「ぐるぽん」は、観光施設に訪れる方々の交通手段としてだけではなく、
町民の日常的な交通手段としても利用されており、利用者数は増加傾向にあります。これらの状況から、生活交

     通の役割を考慮しつつ、観光交通としての役割を十分に果たすためには、観光客の動向を把握し、多様な利用
     ニーズに合った運行内容への見直しが必要です。

課題３ 観光施設を周遊する交通の効果的な運行の見直し

ｚ

● 町内の地域交通について、「地域公共交通の利用方法をもっと周知すべき」などの意見が町民から挙がっており、
継続的な運行情報の周知が重要となります。また、令和4年度からは本町の交通情報を一元的に把握できる地

     域公共交通のガイドブックの作成・配布も行っていますが、町民からは「高齢者にも理解しやすいガイドブックに
     してほしい」などの意見が挙がっています。これらの状況から、高齢者等にとってより分かりやすいガイドブック
     に更新するなど、町民の意見を反映した公共交通の利用促進策を継続的に進めていくことが必要です。

課題４ 地域交通の積極的な利用を促す取り組みの継続実施

ｚ
● 本町では、人口減少や少子高齢化、生産年齢人口の減少が深刻化しており、その影響で雇用の量や質の低下が

懸念されています。特に交通分野では、運転手等の人手不足が大きな課題となっており、持続可能な地域公共
     交通を維持するためには、運転手などの人材確保が重要です。また、高齢化の進行に伴い、移動が困難な方々へ
     の生活支援サービスの需要が増加することが予想されます。これらの状況から、交通分野のみならず、他分野と
     連携しながら地域全体で交通課題に取り組み、人材確保や生活支援サービスの向上を図ることが必要です。

課題５ 地域一体で進める交通課題解決への取り組み

ｚ
● 町民の町外移動は、主に「苫小牧市」や「登別市」等の近隣市への移動が中心であり、公共交通を利用した町外へ
     の移動手段としては、「登別苫小牧線」や「JR室蘭本線」が運行しています。これらの状況から、町民の広域的な
     移動を支えるために、胆振総合振興局が策定した「胆振地域公共交通計画」との連携及び整合を図り、地域間幹
     線系統の維持に向けた取り組みが必要です。

課題６ 広域的な生活行動を支える広域公共交通の維持

 計画の区域：白老町全域

 計画の期間：令和 ７（2025）年度から

令和１１（2029）年度まで（５か年）概要版

白老町地域公共交通計画

白老町地域公共交通計画 【令和 7（2025）年度～令和11（2029）年度】

交通政策基本法

上位計画 関係法令

地域交通法
（地域公共交通の活性化及び再生に関する法律）

道路運送法

・第2次白老町都市計画マスタープラン
・白老町デジタル田園都市国家構想総合戦略
・白老町立地適正化計画
・白老町過疎地域持続的発展計画
・第3期白老町環境基本計画
・第4期白老町地域福祉計画
・白老町高齢者保健福祉計画・白老町介護保険事業計画（第9期）（令和 6（2024）年度～令和 8（2026）年度）
・第2次 白老町商業・観光振興計画
・北海道総合計画
・北海道交通施策総合指針重点戦略
・東胆振定住自立圏共生ビジョン
・北海道胆振地域公共交通計画

関連計画

関係法令に基づいた
運行計画、交通計画の策定

第6次白老町総合計画（基本構想・基本計画）

（令和 2（2020）年度～令和 9（2027）年度）

関連計画との整合・連携

上位計画に即した
計画の策定

（令和 4（2022）年度～令和23（2041）年度）
（令和 7（2025）年度～令和 9（2027）年度）
（令和 4（2022）年度～令和23（2041）年度）
（令和 3（2021）年度～令和 7（2025）年度）
（令和 3（2021）年度～令和 7（2025）年度）
（令和 2（2020）年度～令和 6（2024）年度）

（令和 4（2022）年度～令和 9（2027）年度）
（令和 6（2024）年度～令和15（2033）年度）
（令和 3（2021）年度～令和 7（2025）年度）
（令和 2（2020）年度～令和 6（2024）年度）
（令和 6（2024）年度～令和10（2028）年度）

本町の公共交通は、地域循環バス「元気号」、交流促進バス「ぐるぽん」、デマンドバス「カムイ号」をはじめ、JR室蘭
本線や道南バス、小中学生のスクールバス、福祉有償運送、タクシーなど、多様な公共交通サービスにより、町民生活
に係る移動手段は確保されています。

本町においては、人口減少や少子高齢化の急速な進行に伴い、外出・移動が困難となる町民の増加や、公共交通に
対するニーズの変化に対応するため、「白老町地域公共交通総合連携計画」（平成23年3月）や「白老町地域公共交通
網形成計画」（平成29年3月）を策定し、社会情勢の変化や利用実態・ニーズに即した公共交通網の継続的な見直し
をこれまで図ってきました。
   令和2年7月には「ウポポイ（民族共生象徴空間）」が開業され、生活交通にとどまらず、観光資源との連携を踏まえ
た交通網の形成が求められている一方で、感染症の影響による公共交通利用者の大幅な減少や、バス・タクシー運転
手の高齢化等に伴う深刻な担い手不足により、持続性の確保が大きな課題となるなど、公共交通を取り巻く環境は
大変厳しい状況にあります。

こうした背景や課題を踏まえ、多様な交通資源の役割を明確化し、相互連携を強化することで、公共交通に関する
課題の解決と日常生活を支える持続可能な交通網の維持・発展を目指します。そのための指針として「白老町地域公
共交通計画」を新たに策定し、町民生活の利便性向上と、住みよいまちづくりに貢献することを目指します。

計画策定の背景と目的１



方向性① 地域循環バス「元気号」による暮らしの利便性・快適性の確保及び持続可能性の検証

施策① 「元気号」の継続的な運行

 生活交通の利便性と快適性を向上させるため、町民の移動ニーズに合
わせた運行内容の見直しを継続的に行います。

 また、路線バスやJRとの接続性に留意し、利便性を高める運行計画の検
討を進めます。

施策② 「元気号」の利用実態・利用ニーズの把握

 将来を見据えた最適な運行形態の検討に向け、乗降調査によるデータ分
析や町民へのヒアリングを通じて、利用実態とニーズを把握します。

方向性② デマンドバス「カムイ号」の運行内容の充実及び効率的な運行の実現

施策③ 「カムイ号」の利用特性の把握

 予約状況や運行実績を基に区域ごとの利用特性を把握し、運行内容の
充実を図ります。

 各区域のニーズに応じて運行時間帯や便数の見直しを行い、効率的な運
行を実現します。

施策④ 運行管理効率化に向けた環境整備

 施策③と連動し、スマートフォンやインターネットを通じて予約可能な予
約管理システムの導入を検討します。

 このシステムにより、予約情報を一元管理し、運行ルートを最適化するこ
とで、効率的な運行計画の作成と運行管理の効率化を実現します。

 観光入込客数や「ぐるぽん」の利用データを基に観光客の動向を分析し、
町内の観光施設を効率的に巡れるよう、ニーズに応じた運行内容の見直
しを行います。

 施策⑭と連動し、移動ニーズに柔軟に対応するため、安定的な財源の確
保に努めます。

施策⑥ 効果的な運行の検証

 既存ダイヤや運行形態の最適化など、効果的な運行の検証を実施するこ
とにより、運転手不足等の課題に対応します。

方向性③ 交流促進バス「ぐるぽん」による周遊利便性の確保及び効果的な運行の検証

図２ デマンドバス「カムイ号」
（白老町）

図３ 交流促進バス「ぐるぽん」
（白老町）

施策⑤ 「ぐるぽん」の利用実態・観光客の移動ニーズの把握

図１ 地域循環バス「元気号」
（白老町）

方向性④ 町民と一体となった利用促進策の実施

施策⑦ 町民が積極的に公共交通に関わる機会の創出

 本町の地域公共交通の利便性向上と利用者の定着・掘り起こしを目指し、住民を
対象とした乗り方教室や勉強会を継続的に開催するとともに、意見交換会や個
別相談会を定期的に開催します。

 各機会を通じて、参加者アンケート調査によるフィードバックを基に、利用ニーズ
の把握や内容の改善に努めます。

 町内を運行する地域公共交通の情報をまとめた『白老町地域公共交通ガイドブック』およ
び各モビリティの情報を掲載した『リーフレット』を継続的に配布します。

 また、町民だけでなく来訪者など、誰にとっても分かりやすい情報提供に向け、施策⑦と連
動し、寄せられた町民の意見を『白老町地域公共交通ガイドブック』および『リーフレット』更
新に反映します。

方向性⑤ 他のまちづくり分野との連携

施策⑪ 交通分野・福祉分野における役割の明確化

 移動困難者への生活支援サービスの需要に対応するため、交通分野は公共交通機関の運行を、福祉分野は移
動が困難な人々の支援を担当するなど、役割分担を徹底します。

 各分野の役割を明確化した上で、密接な連携を図り、移動支援サービスが必要となる可能性のある住民の情
報を福祉分野に共有するなど、分野間の連携を強化する取り組みを進めます。

施策⑫ 地域交通の担い手不足の解消に向けた官民連携

 本町の強みである温泉などの地域資源を活用した移住・定住支援策を検討し、運転手等担い手の確保を図り
ます。

施策⑨ バス乗り場等を掲載した案内標示の設置

 バス利用者の利便性向上を目的に、白老駅前広場の支柱や足元にバス乗り
場の分かりやすい案内標示を設置します。

 また、主要なバス停にはデジタルサイネージを活用したスマートバス停を整
備し、交通情報の提供に加え、観光地案内や地域イベント情報を発信するこ
とで、観光客や町民の利便性向上を図ります。

 地域公共交通の利用者の理解と満足度を維持するため、シンプルで分かり
やすい運賃体系を引き続き設定するとともに、利用促進に資する『地域公共
交通定期乗車券』や『地域公共交通共通回数券』の販売を継続します。

方向性⑥ 広域的な生活行動を支援する苫小牧市及び登別市等近隣市への広域公共交通の維持

施策⑬ 本町と周辺市町を結ぶ地域間幹線系統の維持

 胆振地域公共交通計画との連携と整合を図り、町民の広域的な移動手段である地域間幹線系統の維持に継続
的に努めます。

 また、地域交通との接続性を確保し、町民の日常的な移動を支える手段として、生活行動を支援し利便性を向
上させることを目指します。

方向性⑦ 地域の特性を活かした新たな移動手段（交通形態）の検証

施策⑭ 各地域における交通課題の解決に向けた検証を実施

 町民の多様な移動ニーズを把握し、新たな移動手段の導入可能性を検証することで、効率的かつ柔軟な交通
手段の提供及び各モビリティの最適化を目指します。

施策⑧ 町内バス交通を網羅した利便性が高く使いやすいガイドブック等の更新・配布

図4 乗り方教室・勉強会
（白老町）

図5 白老町地域公共交通
ガイドブック（白老町）

図6 地域公共交通定期券
乗車券（白老町）

施策⑩ 町内バス交通におけるわかりやすい運賃体系の構築

まちの魅力や特性を最大限に活かした、
持続可能な公共交通システムの維持・発展

～ 地域のつながりを強め、みんなで暮らしの質を高める ～

基本理念４

計画に位置付ける取組み５



評価指標1 地域循環バス「元気号」の年間利用者数

目標設定の
考え方、

計測方法等

現状値 13,234人/年 目標値(最終年度) 13,234人/年以上

評価指標2 デマンドバス「カムイ号」の年間利用者数

目標設定の
考え方、

計測方法等

現状値 16,527人/年 目標値(最終年度) 16,527人/年以上

評価指標3 交流促進バス「ぐるぽん」の年間利用者数

目標設定の
考え方、

計測方法等

現状値 15,463人/年 目標値(最終年度) 15,463人/年以上

評価指標4 地域交通（元気号・カムイ号・ぐるぽん）の収支率

目標設定の
考え方、

計測方法等

現状値

地域循環バス「元気号」 ： 3.1％

目標値(最終年度)

地域循環バス「元気号」 ： 3.1％

デマンドバス「カムイ号」 ： 4.8％ デマンドバス「カムイ号」 ： 4.8％

交流促進バス「ぐるぽん」 ： 3.5% 交流促進バス「ぐるぽん」 ： 3.5%

評価指標５ 公的資金投入額

目標設定の
考え方、

計測方法等

現状値 103,701千円/年 目標値(最終年度) 119,256千円/年以下

評価指標６ 町民ニーズの聴取機会

目標設定の
考え方、

計測方法等

現状値 １回 目標値(最終年度) ３回

【現状値】：令和 ５年度 【目標値（最終年度）】：令和11年度 計画の推進に当たっては、計画期間（５年間）における事業実施状況や目標達成状況の評価・検証を行う「PDCAサ
イクル」を用いて計画の達成に向けた継続的な改善を推進します。
また、本計画は、国の政策や社会情勢の変化などを柔軟に捉え、常に反映していく必要があることから、計画期間

内であっても必要に応じて計画内容の見直しを行います。

PDCAサイクル/
協議会

計画１年目 計画２年目 計画３年目 計画４年目 計画５年目

令和７年度
(202５年度)

令和８年度
(202６年度)

令和９年度
(202７年度)

令和１０年度
(202８年度)

令和1１年度
(202９年度)

4 6 12 2 4 6 12 2 4 6 12 2 4 6 12 2 4 6 12 2

Plan
(計画・施策の
検討)

Do
(業務の実施)

Check
(施策の評価)

Action
(施策の見直し・
 改善)

協議会の開催

本年度の

施策検討

施策検討・実施

年度施策の

評価・検証

施策の見直し・

改善

①

★計画見直し年次

継続的なPDCAサイクルにより本計画を推進するため、以下のスケジュールで「白老町地域公共交通活性化協議
会」を開催します。
なお、新たな施策の展開に加え、毎年の施策評価・検証により施策の改善や見直しが必要になった場合は、以下の

スケジュールとは別に協議会を開催し協議を行うなど、柔軟に対応します。

本年度の

施策検討

本年度の

施策検討

本年度の

施策検討

本年度の

施策検討

施策検討・実施 施策検討・実施 施策検討・実施 施策検討・実施

年度施策の

評価・検証

年度施策の

評価・検証

年度施策の

評価・検証

年度施策の

評価・検証

施策の見直し・

改善

施策の見直し・

改善

施策の見直し・

改善

施策の見直し・

改善

② ① ② ① ② ① ② ① ②

◇ 実態把握、町民意見の収集

◇ 実態把握 ◇ 各施策の詳細な実施計画

◇ 各施策の改善・見直し

小さなPDCAサイクル

◇ 計画の見直し

大きなPDCAサイクル

Do
(実施)

Plan
(計画)

Check
(評価・検証)

Action
(改善・見直し)

A

P D

C

◇ 【必要に応じて】実証運行・実証実験 ◇ 適宜実施

◇ 評価・検証 ◇ 町民意見の収集

◇ 評価・検証 ◇ 町民意見の収集 （インターネットを活用した意見収集も検討）

白老町地域公共交通計画

●人口減少に伴い、利用者の減少が想定されますが、町民の利用ニーズに応じた運行内容の見直し
   により、 生活交通の利便性と快適性を確保するとともに、乗り方教室や勉強会等の取組みを通じ
   て地域公共交通の定着を図り、地域循環バス「元気号」のサービス水準の向上と利用者の維持・向
   上を目指します。
●目標値は、毎年度の利用者数を算出し、把握することとします。

●人口減少に伴い、利用者の減少が想定されますが、観光客等の利用ニーズに応じた運行内容の見
直しにより、町内の観光施設を効率的に巡れる交通を実現するとともに、スマートバス停の設置等
を通じて観光交通の利便性を高め、交流促進バス「ぐるぽん」のサービス水準の向上と利用者の維

   持・向上を目指します。
●目標値は、毎年度の利用者数を算出し、把握することとします。

●人口減少に伴い、利用者の減少が想定されますが、各区域に居住する町民の利用ニーズに応じた
運行内容の見直しや予約システムの導入検討により、運行の充実及び効率的な運行を実現すると
ともに、乗り方教室や勉強会等の取組みを通じて地域公共交通の定着を図り、デマンドバス「カム
イ号」のサービス水準の向上と利用者の維持・向上を目指します。

●目標値は、毎年度の利用者数を算出し、把握することとします。

●地域交通の運行内容見直しにより、利用者数及び収入額の増加が期待されます。
●一方で、持続可能な交通サービス提供に向けた環境整備や、人件費、燃料費など外的要因によって、
支出額の増加が見込まれていることから、現状値の収支率の維持に努めます。

●目標値は、毎年度の収支率を算出し、把握することとします。

●本町では公共交通をインフラと捉え、必要な環境整備による持続可能な交通サービス提供体制の
   構築を目指します。
●この他、人件費や燃料費など外的要因の影響により、公的資金投入額は増加していくことが予測

されますが、持続可能で、効果的・効率的な施策展開による費用対効果の最大化を目指すことに
   より、計画期間内で現状値の15％以内の変動となるよう努めます。
●目標値は、毎年度の事業決算額で把握することとします。

●乗降調査や町民意見交換会等の聴取機会を通じて得た情報を基に、将来を見据えた最適な交通
サービスを検討し、持続可能なサービス提供体制の構築を目指すとともに、町内交通だけでなく、
広域交通も含めたニーズ把握を実施し、地域全体の交通課題の整理に努めます。

●さらに、公共交通に関わる機会を創出する取り組みとして、乗り方教室や勉強会を開催すること
で、地域公共交通の利便性向上と利用者の定着・掘り起こしを目指します。

●目標値は、毎年度、町民ニーズの聴取機会の実施回数をカウントすることで把握することとします。

評価指標・目標値６ PD C Aサイクル７

取組みの想定スケジュール８
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